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令和３年度第４回清水町行政改革推進委員会議事録 

日時 令和４年３月 24日（木） 午前 10時 

場所 清水町役場 ３階大会議室 

出席者 

【委員】 

委員長外５人 

【町・事務局】 

 企画課長以下３人 

資料 

・次第 

・(資料１）令和３年度第２回行政改革推進委員会における意見について 

・(資料２－１）令和３年度「補助金等の評価・適正化」について 

・(資料２－２）令和３年度補助金・交付金 見直し 

・(資料３）令和４年度 清水町行政改革推進委員会のスケジュール（予定） 

・清水町行政改革推進委員会による提言実績 

 

 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 資料確認 

４ 議題 

 ⑴ 補助金等の評価・適正化について（報告） 

■事務局 （資料１，２－１、２―２に基づき説明） 

 第２回の行政改革推進委員会（以下、委員会という。）において「補助金

等の評価・適正化」につ御審議いただいた。その際に委員の皆様から頂戴し

た意見について、令和３年 11月 17日に開催した行政改革推進本部会（以下、
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本部会という。）に対し報告した。 

 本部会では委員会からいただいた意見やこれまでの検討内容を踏まえ、令

和３年度における補助金等の評価・適正化について方針等を決定し、全職員

に方針等について周知が済んでいる。 

委員 各団体、担当課と打合せを行いながら事業を進めているが、職員の異動に

より担当が変わる際に、過去の打合せ事項等が理解されていない場合がある。 

収支に関することなど、丁寧な引継ぎをしてほしい。 

委員 委員会から見直しについて検討するように指摘してきた補助金や、これま

で見直し等を実施していなかった団体等への補助金について、今回の見直し

では改善に向けた取組が期待できる。 

これからも、数年に１度、全体的な見直しを行うことを継続してほしい。 

担当課だけの実施ではなく、全庁的に統一した取組が必要である。 

委員 今回の見直しにより、有効的に税金を使うという点で入口に立ったように

感じている。今後も、ぜひ継続してほしい。 

委員 社会の変容に応じるということで、前回の会議にあった電子書籍の導入に

ついては、多額の予算が必要となることから清水町では難しいのではないか

という印象を受けている。 

補助金の見直し等によって経費を削減し、電子書籍の導入など幅広い世代

の住民が活用できるような事業に予算を充てられると良い。 

委員 行政は、過去の実績から積み上げていくことを行っているが、現在、民間

企業等ではあるべき姿を考えて、それに向けて不足するものは何か、どのよ

うにすれば実現できるかという考え方を持っている。今後は、そういった考

え方を導入してもらえると良い。 

委員 現在、新型コロナウイルス感染症の影響により観光業はダメージを受けて

いるが、清水町では観光に関する取組が少ないように感じている。 

清水町には観光協会がないため、町として、観光分野に対する取組を進め

てほしい。 

委員 大河ドラマで清水町が取り上げられており、町にも問合せ等があると思う。 

また、丸池では散歩する方が多くいて、富士山がきれいに見えると聞いて
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いる。柿田川だけでなく様々な視点で観光に取り組んでほしい。 

委員 健康づくりの分野では、新たに令和４年度から健幸スポーツの駅が設置さ

れると聞いている。新たな事業であることから、周知を強化し、多くの方に

活用してもらえると良い。 

来年度は、コロナ禍でも事業を進めていこうという動きが以前に比べて多

いように感じている。 

委員 様々な活動が再開していくと思う。自助・共助・公助という面で、町が実

施したい事業だけでなく、町民がまちづくり等で挑戦したいことに対する補

助金の枠組みを創設するなども検討したらどうか。 

委員 職員による団体の運営の見直しについて、役場職員に負担をかけているこ

とは承知しているが、団体の役員が高齢者である場合、職員の力を借りなけ

れば運営が成り立たないといったこともある。今後も、無理のないように協

力してほしい。 

■事務局 職員による団体運営を一切行わないというものではなく、今後の運営につ

いて、どのような方法があるか研究しながら団体と一緒に検討していく必要

があると考えている。 

  ⑵ 次年度取組予定の確認 

■事務局 （資料３に基づき、説明） 

令和４年度も令和３年度と同様、４回の会議を予定している。 

現委員の任期が令和４年度末であることから、令和４年度は町への提言に

向けた取組が主な内容となる。そのほか、町の取組や審議の進捗状況によっ

て内容はその都度変更する可能性がある。 

これまで、行政改革の推進に繋がる幅広い内容の提言をいただいており、

実際に、町の事業に取り入れ、定着しているものも多くある。 

直近では、令和元年度に指定管理者制度のモニタリングについて等９項目

の提言をいただいた。来年度に向けて、各委員提言したい内容等の検討をお

願いしたい。 

５ その他 

■事務局 次回の委員会は、７月頃「行政改革アクションプランの進捗状況の審議」
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を開催予定。日時については、改めて調整する。 

■事務局 これまで、会議資料を郵送にて事前送付していたが、今回の会議からメー

ルでの送付のみとさせていただいた。不都合等なかったか。 

委員 資料を確認する上では、特に不便等はなかった。 

より詳細を確認するために、印刷した際にうまく印刷ができなかった。 

資料のサイズを可能な限り A4 とすることや PDF データでの送付など配慮

していただけると助かる。 

■事務局 

 

次回以降、そのように対応する。 

また、今後も資料の事前送付はメールのみとさせていただく。 

６ 閉会 

 


